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株式会社 NTT アクア 

 

 

循環式陸上養殖システムの研究・開発・提供を行う子会社 

「株式会社 NTT アクア」の設立について 

 

 

ドコモグループの法人事業ブランド「ドコモビジネス」を展開する NTT コミュニケーションズ株式会

社(以下 NTT Com)は、ICT を活用した循環式陸上養殖システム(以下 本システム)の研究・開発・提供

を行う子会社「株式会社 NTT アクア」を設立し、2024 年 12 月 2 日より事業を開始します。本システ

ムの提供により陸上養殖事業への参入障壁を下げ「誰もが参加できる陸上養殖」を実現することで、地

域の活性化・食糧安全保障※1 の強化へ貢献します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．背景 

日本の過疎地域は今や国土の約 6 割、市町村数の半数近くを占めると言われています。人口減少とと

もに魅力的な働き場所が少なくなった地方から人口がさらに都市部に流出し、少子高齢化が加速するお

それがあるとの指摘もあり※2、地方に新たな産業を生み出すことは過疎化対策には不可欠です。   

 また、昨今気候変動や世界的な食料需要の拡大などにより、食料安全保障の強化が国内における喫緊

の課題になっています。 

上記のような課題を解決する手段の一つに陸上養殖があります。陸上養殖は海面養殖と異なり漁業権

が不要で参入しやすく、ICT を活用すれば養殖経験がなくても効率よく多くの魚を養殖できる可能性が

あるほか、廃校などの地域の未利用施設を有効に活用することができます。 



NTT Com は、陸上養殖の研究開発、種苗生産などを事業とする紅仁株式会社(以下 紅仁)と 2023 年

から沖縄県大宜味村にて行ってきた共同研究を通じ、ICT を活用した誰もが参加しやすい陸上養殖シス

テムである本システムを開発しました。本システムを沖縄県を除く日本全国へ提供するため NTT アクア

を設立し、上記課題の解決、さらには魚食文化※3 の持続可能性向上にも貢献していきます。 

 

2．事業概要 

NTT アクアは紅仁と包括連携協定契約を締結し、沖縄県を除く日本全国で、これから陸上養殖事業を

開始・拡大する事業者に向けて本システムの提供を開始します。まずはハタ類 2 種を養殖できるシステ

ムを提供開始し、順次対象魚種を拡大していきます。 

紅仁の持つ先進的なろ過技術と、共同研究を通じて現場志向で開発した NTT Com の「陸上養殖 ICT

プラットフォーム」を組み合わせて構築した本システムを通じ、「誰もが参加できる」陸上養殖を実現し

ます。 

【ろ過技術について】 

 本システムは国内の既存の循環式陸上養殖設備と異なり、細菌(バクテリア)を使わない方式を採用

しているため、複数のメリットがあります。 

(1)従来よりも狭い土地で陸上養殖を実現可能 

一般的に飼育水槽の 6～８割の面積が必要とされる生物ろ過槽※4 が不要のため面積効率が非常に

良く、従来よりも狭い土地で陸上養殖を実現できます。 

  (2)メンテナンスが容易 

生物ろ過槽を使わないためメンテナンスが容易となり作業効率が向上します。 

(3)高密度での養殖が可能 

細菌を使わないため魚の成長に合わせて安定したろ過が実現でき、1 水槽あたりの魚の密度をよ

り高くしての養殖が可能です。 

 

 【陸上養殖 ICT プラットフォームについて】 

  水槽の水質・水温や装置の故障を一目で把握できるダッシュボードです。陸上養殖 ICT プラットフ

ォームを活用することで、養殖経験のない人でも簡単なレクチャーを受けることで養殖することが可

能となります。 

<陸上養殖 ICT プラットフォームの特徴> 

 (1)優れた UI のダッシュボード 

NTT ドコモが 2017 年から提供している海洋観測サービス「ICT ブイ」のノウハウを反映してお

り、センサーで取得した水温、酸素、塩分濃度、ｐH などの情報をダッシュボード上で簡単な操作

で確認可能です。 

 (2)ダッシュボードを活用した NTT アクアによる養殖支援 

プラットフォーム上の情報は NTT アクアが一元管理しており、異常がある際などには遠隔地から

もリアルタイムで養殖事業者を支援します。 

 (3)チューニング済のプラットフォームを利用可能  



適切な水温・水質などは魚種ごとに異なるため、養殖する魚種に応じて NTT アクアがあらかじめ

チューニング(水温・水質などの閾値の設定)をしたプラットフォームを養殖事業者に提供します。 

 
<陸上養殖 ICT プラットフォーム> 

 

３．新会社の概要 

 会社名    ： 株式会社 NTT アクア(英語：NTT AQUA Inc.)  

 会社ロゴ   ：  

代表者    ： 代表取締役社長 山本 圭一 

所在地    ： 東京都港区芝浦三丁目４番１号 グランパークタワー４階 

事業開始日   ：  2024 年 12 月 2 日(月) 

主な事業内容 ：  循環式陸上養殖システム（ICT 含む）の研究・開発・提供 など 

資本金     ：  95 百万円 

出資比率    ：  NTT Com 100％ 

 

 NTT アクアの最新情報は公式 Web サイトをご確認ください。 

  公式 Web サイト：https://www.ntt-aqua.com/ 

 

４．今後の展開   

今後はハタ類の種苗や魚種に最適なエサの提供など、種苗から成魚の出荷まで陸上養殖事業者さ

まをトータルでサポートするサービスも提供する予定です。 

さらに、魚の異常検知の実現に向け NTT の研究所と共同研究を行っていくほか、魚類の養殖生産を行

う NTT グリーン＆フードなど、関連する NTT グループ各社と連携し新たなサプライチェーンを構築す

ることで水産業の効率化・付加価値向上を実現し、地域活性化と食料自給率向上に貢献します。 

https://www.ntt-aqua.com/


 
<紅仁社と共同研究しているハタ類の様子> 

 

＊「NTT アクア」の地域活性化モデル、ビジョン・ミッション・バリュー、キービジュアル・公式 Web サイトなど

は、NTT コミュニケーションズの組織変革・事業創出を担うイノベーションセンターデザイン部門「KOEL」が

策定・制作の支援をしています。 

※1：食料安全保障とは、国内における農作物の不作や輸入の途絶などの不測の事態が生じた場合であっても、人が

生きる上で最低限必要とする食料の供給を安定的に確保することを指します。 

出典 政府広報オンライン https://www.gov-online.go.jp/article/202402/tv-5109.html 

※2：出典 総務省ホームページ https://www.soumu.go.jp/main_content/000944362.pdf 

https://www.soumu.go.jp/main_content/000629037.pdf 

※3：魚食文化とは、魚を獲る技術や処理、品質を評価する目利き、加工・保存の方法、調理道具や方法など、魚を中

心とした食生活の中で受け継がれ、蓄積されてきた知恵や知識を総称する概念のことです。 

   出典：水産庁ホームページ https://www.jfa.maff.go.jp/j/kikaku/wpaper/h19/pdf/data1-1.pdf 

※4：生物ろ過槽とは、細菌(バクテリア)の働きを利用して水を浄化するためのろ過槽です。バクテリアを繁殖させ 

ることで、アンモニアなどの有害物質を分解します。 

 

 

 

 
https://www.ntt.com/lp/koel 

https://www.gov-online.go.jp/article/202402/tv-5109.html
https://www.soumu.go.jp/main_content/000944362.pdf
https://www.soumu.go.jp/main_content/000629037.pdf
https://www.ntt.com/lp/koel

